
ハガキまたはEメールにパズルの答えと ①住所、氏名（ふりがな）、年齢、電話番号、
業種 ②本誌に対するご意見、ご感想、ご要望を全てご記入の上、ご応募ください。 

令和6年7月12日（金） 

〒960-8141 福島市渡利字七社宮111
社会福祉法人 福島県社会福祉協議会 「はあとふる・ふくしまパズル係」

応募方法

締　　切

宛　　先

※ご記入の個人情報は適切に管理し、目的以外に
使用しません。
※本誌に対するご意見、ご感想、ご要望の一部
は、「読者のおたより」に掲載させていただく
場合もございます。

多数のご応募ありがとう
ございました

「ヨミキカセ」
（読み聞かせ）

4・5月号の
正解

今月のプレゼント
ワークコスモス
（郡山市）

当選者の発表は商品の発送を
もって代えさせていただきます。

４種のどうぶつクッキーと
ラスクの詰め合わせセット
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全部できたら二重ワクの文字をABC順に読んでいくと、それが答えです。
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○○関白。○○元気で留守が良い
ひとりで抱え込まず誰かに相談しましょう
クローバの別名。クッション材にしたことから
後から生まれた。昭和歌謡「○○の男の子」
➡
トイレの場合、座らずにしゃがむタイプ

❶
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❺
❻
❼
❾
11
12
13
14

▼ タテのカギ

▶ ヨコのカギ

⇔ 横
木の実
紺屋の白袴 ＝ ○○の不養生
1年に１つ取るものってなぁんだ?
心臓が血液を送り出すリズム
聴覚障がい者との意思疎通に使われる言語
日本とパリの場合８時間あります
ペタペタ貼ります
「肩たたき」が「柿」になる動物ってなぁんだ?
⇔上

クロスワード にチャレンジ！

メールでのご応募はこちら！

正解者の中から
抽選で3名に
プレゼントが当たる!
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明るい誌面で読みやすかったです。スマホ
タブレット等の利用活用には、まだまだそ
の能力と活用法の周知が必要なのだと感
じました。まだニーズが表面化していない
ように感じました。
(42歳 児童指導員)

興味深い特集が多く毎回楽しみに拝読
しています。今回の老人ホームについ
ても福島県初となるのが飯坂ホームだ
と初めて知りました。これからも楽し
みにしています。
(49歳 建設業)

　新型コロナウイルス感染症が５類に
移行して１年が経ちました。みなさんの
生活にも変化はありますか？ コロナ禍
では、マスク必須や行動制限の記憶も
あれば、“Zoom飲み会”という新しい
楽しみ方もありましたよね。日々の気温
差も大きい時期ですが、みなさん体調
にお気をつけてお過ごしください。

3月号に寄せられた 読者のおたよりから

自立支援課  遠藤 千咲
えんどう   ち さき

お問い合わせ先 福島県福祉人材センター
電話 024-521-5662　URL https://f-fjc.com/

　福祉施設の見学をオンラインで『体験』することができるイベントです。
参加ご希望の方は、下記申込フォームまたは電話（024-521-5662）で
お申込みください！

県社協からのお知らせ県社協からのお知らせ 令和6年度 第1回福祉の職場合同就職説明会～福祉のおしごとマルシェ～のご案内

地域 日にち
相双
郡山
福島
会津
いわき

令和６年６月22日（土）
令和６年６月30日（日）
令和６年７月13日（土）
令和６年７月18日（木）
令和６年８月 ４日（日）

時　間

13:30 ～ 16：00

会　場
南相馬ジャスモール
ビッグパレットふくしま
ホテル福島グリーンパレス
会津アピオスペース

いわき産業創造館LATOV

　県内５カ所（相双・郡山・福島・会津・いわき）にて福祉の職場合同就職説明会を実施いたします。
高齢・障がい・保育分野の約110法人が参加予定です。
　多くの法人とお話しして、自分に合う職場を探すチャンス！ 参加無料・服装自由・予約不要です！

合同就職
説明会

福祉施設オンライン施設見学会

　福島県内の福祉施設の情報を「まるっと」
ご紹介しています。分野・エリア・施設の魅
力などから検索して、県内にどのような施
設があるのかじっくりご覧ください。

こちらも
チェック

郡山会場　令和６年６月30日（日）
福島会場　令和６年７月13日（土）

両会場とも 13:00～13:30（受付開始 12:50）

会場

時間

申込フォーム
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制
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刷
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印
刷
所

※
本
誌
に
掲
載
の
記
事・写
真・イ
ラ
ス
ト
の
無
断
転
載・複
製
を
禁
じ
ま
す
。

https://www.fukushim
akenshakyo.or.jp
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ホットな

福祉情報誌 あと る
くしま

は

「はあとふるふくしま」は作成経費の
一部に、共同募金配分金及び特別賛
助会員の寄付金を使用しています。目の不自由な方のために「はあとふるふくしま」は音訳版および点訳版を作成しています。

大好きな絵本を

大好きな先生に読んで

 もらって嬉しいな！

自然と笑みが

こぼれます!!

（福島学院大学認定こども園・福島市）

コロナ特例貸付後の支援とこれから
～声にならない声を聴く～

特　集

[未来へつなごう“ふくしま”から]
「やさしい日本語」で誰もが暮らしやすい社会をシリーズ
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コ
ロ
ナ
特
例
貸
付
は
、２
０
２
０
年
３

月
25
日
か
ら
２
０
２
２
年
９
月
末
日
ま

で
、市
町
村
社
会
福
祉
協
議
会（
以
下「
市

町
村
社
協
」）が
受
付
窓
口
と
な
り
、新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り

減
収
し
、生
活
が
困
窮
し
た
世
帯
に
対
す

る
支
援
と
し
て
実
施
さ
れ
た
も
の
で
す
。

１
世
帯
あ
た
り
１
回
限
り
最
大
20
万
円
を

貸
付
す
る
「
緊
急
小
口
資
金
」
と
１
世
帯

あ
た
り
最
大
60
万
円
を
貸
付
す
る「
総
合

支
援
資
金
」の
２
種
類
の
資
金
の
貸
付
を

実
施
し
ま
し
た
。
貸
付
を
希
望
す
る
方
が

増
大
し
た
こ
と
に
よ
り
申
請
窓
口
の
拡
大

も
図
ら
れ
、市
町
村
社
協
に
加
え
全
国
の

労
働
金
庫
や
郵
便
局
に
お
い
て
も
申
請
受

付
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
突
然
仕
事
を
失
っ

て
し
ま
っ
た
、緊
急
事
態
宣
言
に
よ
り
営

業
自
粛
を
求
め
ら
れ
減
収
と
な
っ
て
し

ま
っ
た
な
ど
、非
正
規
雇
用
や
自
営
業
の

方
、
外
国
籍
の
方
、
ひ
と
り
親
家
庭
の
方

な
ど
、様
々
な
世
帯
が
コ
ロ
ナ
特
例
貸
付

を
利
用
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、市

町
村
社
協
及
び
県
社
協
で
は
、迅
速
に
生

活
資
金
を
貸
付
す
る
こ
と
で
経
済
的
支
援

を
必
要
と
す
る
方
々
を
支
え
る
役
割
を
果

た
し
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、本
県
で
は
３
万
４
９
４
５
件
、

約
１
２
７
億
円
の
貸
付
を
行
い
ま
し
た
。

現
在
は
貸
付
が
終
了
し
、返
済
が
始
ま
っ
て

い
ま
す
が
、２
０
２
４
年
３
月
末
時
点
で

は
、　
　
　
の
と
お
り
、緊
急
小
口
資
金
と

総
合
支
援
資
金
合
わ
せ
て
２
万
２
，８
９

９
件
が
返
済
中
、ま
た
は
今
後
返
済
が
始
ま

る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
す
で
に
返
済
が
完
了
し
て
い
て
も
、長

引
く
コ
ロ
ナ
禍
や
物
価
高
騰
の
影
響
で
再

び
生
活
困
窮
に
陥
っ
て
し
ま
っ
た
、現
在

返
済
が
始
ま
っ
て
い
る
が
失
業
等
に
よ
り

計
画
的
な
返
済
が
難
し
く
な
っ
た
な
ど
、

世
帯
が
抱
え
る
課
題
は
様
々
で
す
。

　
市
町
村
社
協
や
県
社
協
に
は
、
こ
の

よ
う
な
様
々
な
課
題
を
抱
え
る
世
帯
の
生

活
の
立
て
直
し
に
向
け
た
「
相
談
支
援
」

等
の
丁
寧
な
対
応
が
よ
り
一
層
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
特
例
貸
付
の
借
受
世
帯
に
対

し
て
、
生
活
再
建
を
図
っ
て
い
く
た
め

に
、
借
受
し
た
ご
本
人
や
そ
の
ご
家
族
に

寄
り
添
い
な
が
ら
、
借
受
後
の
相
談
支
援

等
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
、
厚
労

省
か
ら
次
の
よ
う
な
指
針
が
示
さ
れ
ま

し
た
。

❶
関
係
機
関
と
の
連
携
強
化

　
市
町
村
社
協
に
必
要
な
人
員
を
配
置

し
、
自
立
相
談
支
援
機
関
※
1
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
、
福
祉
事
務
所
な
ど
の
関
係
機

関
と
連
携
強
化
を
図
る
こ
と
。

❷
返
済
免
除
の
周
知

　
借
受
人
に
対
し
て
返
済
免
除
の
案
内
を

送
付
す
る
と
と
も
に
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
活
用
し
て
周
知
を
図
る
こ

と
。
ま
た
、申
請
方
法
等
に
関
す
る
問
い

合
わ
せ
対
応
の
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
。

❸
返
済
が
困
難
な
借
受
人
へ
の
支
援

　
返
済
が
困
難
と
の
相
談
が
あ
っ
た
借
受

人
に
対
し
て
は
、個
々
の
状
況
に
応
じ
て
返

済
の
猶
予
※
2
　
　 

を
適
切
か
つ
柔
軟
に

対
応
す
る
こ
と
。
訪
問
等
の
ア
ウ
ト
リ
ー

チ
※
3
に
よ
り
生
活
状
況
を
把
握
し
、必
要
な

支
援
の
実
施
や
、関
係
機
関
に
つ
な
ぐ
こ
と
。

　
上
記
の
支
援
方
針
に
基
づ
き
、市
町
村

社
協
及
び
県
社
協
で
は
、借
受
世
帯
の
情

報
を
共
有
し
な
が
ら
、フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
市
町
村
社
協
で
は
、借
受
し
た
ご
本
人

か
ら「
失
業
し
て
お
金
が
な
い
」、「
病
気
療

養
中
の
た
め
働
け
な
い
」な
ど
の
様
々
な

理
由
に
よ
り
返
済
が
難
し
い
と
の
相
談
を

受
け
て
、返
済
が
猶
予
と
な
っ
た
世
帯
を

中
心
に
、
電
話
や
手
紙
、
面
談
等
を
通
じ

て
生
活
状
況
の
把
握
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、世
帯
の
生
活
状
況
を
把
握
し
た

後
、市
町
村
社
協
に
よ
る
見
守
り
支
援
を

行
っ
た
り
、失
業
し
て
い
る
場
合
等
は
自

立
相
談
支
援
機
関
へ
つ
な
ぐ
な
ど
、そ
れ

ぞ
れ
の
世
帯
の
状
況
に
合
わ
せ
た
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
次
の
ペ
ー
ジ
で
は
、い
わ
き
市
社
協
と

天
栄
村
社
協
の
借
受
世
帯
に
対
す
る
具
体

的
な
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
支
援
の
取
組
に
つ

い
て
見
て
い
き
ま
す
。

図
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コロナ特例貸付後の支援とこれから
～声にならない声を聴く～

　新型コロナウイルス感染症は人 の々生活に大きな影響を与えました。
国では、コロナ禍の影響で収入が減少した世帯の生活を支えることを目的に、

生活福祉資金貸付制度の特例貸付（以下「コロナ特例貸付」）を
2020年３月から2022年９月末まで実施しました。

今回は、特例貸付を利用した世帯（以下「借受世帯」）への支援の必要性と県内の取組を見ていきます。

県社協

借受人
（世帯）

市町村
社協

自立相談
支援機関

病気で働けない

仕事を
なくしてしまった

減収により
生活が苦しい

❶
情
報
の
共
有

❷アウトリーチ
　（状況確認）

❸状況回答

❻つなぎ

❹スクリーニング
　（支援対象の判断）

❾返済猶予期間の延長
　または払込票（口座振替）
　送付等

❼アセスメント
　（事前評価）
　プランニング
　　（就労支援、
　　　家計改善支援等）❺相談支援・

　見守り
　支援

❽意見書の提出 ❽意見書の提出

コ
ロ
ナ
特
例
貸
付
と
は
？

特 集

Z O O M  U P
特 集

Z O O M  U P

図1

借
受
世
帯
の
自
立
に
向
け
た
支
援
に
つ
い
て

〜
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
支
援
の
取
組
〜

返
済
が
困
難
な
借
受
世
帯
に
対
す
る

県
内
市
町
村
社
協
の
取
組

福島県内のコロナ特例貸付の状況

図2 返済の猶予となるケース（一例）

図3 返済猶予期間中の支援の流れ

※1 自立相談支援機関：就労や住まい、家
計等について困っている方の相談を受
け、地域社会の中でその人らしい自立
を支援する機関

※2 返済の猶予：返済の期日を延ばすこと

※3 アウトリーチ：支援が必要であるにもか
かわらず届いていない人に対し、積極的
に働きかけて情報や支援を届けること

緊急小口資金

総合支援資金

合　　　　計

16,589

18,356

34,945

10,046

12,853

22,899

貸付件数資金種類
返済中・今後

返済が始まる件数
（2024.3現在）
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割
を
果

た
し
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、本
県
で
は
３
万
４
９
４
５
件
、

約
１
２
７
億
円
の
貸
付
を
行
い
ま
し
た
。

現
在
は
貸
付
が
終
了
し
、返
済
が
始
ま
っ
て

い
ま
す
が
、２
０
２
４
年
３
月
末
時
点
で

は
、　
　
　
の
と
お
り
、緊
急
小
口
資
金
と

総
合
支
援
資
金
合
わ
せ
て
２
万
２
，８
９

９
件
が
返
済
中
、ま
た
は
今
後
返
済
が
始
ま

る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
す
で
に
返
済
が
完
了
し
て
い
て
も
、長

引
く
コ
ロ
ナ
禍
や
物
価
高
騰
の
影
響
で
再

び
生
活
困
窮
に
陥
っ
て
し
ま
っ
た
、現
在

返
済
が
始
ま
っ
て
い
る
が
失
業
等
に
よ
り

計
画
的
な
返
済
が
難
し
く
な
っ
た
な
ど
、

世
帯
が
抱
え
る
課
題
は
様
々
で
す
。

　
市
町
村
社
協
や
県
社
協
に
は
、
こ
の

よ
う
な
様
々
な
課
題
を
抱
え
る
世
帯
の
生

活
の
立
て
直
し
に
向
け
た
「
相
談
支
援
」

等
の
丁
寧
な
対
応
が
よ
り
一
層
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
特
例
貸
付
の
借
受
世
帯
に
対

し
て
、
生
活
再
建
を
図
っ
て
い
く
た
め

に
、
借
受
し
た
ご
本
人
や
そ
の
ご
家
族
に

寄
り
添
い
な
が
ら
、
借
受
後
の
相
談
支
援

等
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
、
厚
労

省
か
ら
次
の
よ
う
な
指
針
が
示
さ
れ
ま

し
た
。

❶
関
係
機
関
と
の
連
携
強
化

　
市
町
村
社
協
に
必
要
な
人
員
を
配
置

し
、
自
立
相
談
支
援
機
関
※
1
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
、
福
祉
事
務
所
な
ど
の
関
係
機

関
と
連
携
強
化
を
図
る
こ
と
。

❷
返
済
免
除
の
周
知

　
借
受
人
に
対
し
て
返
済
免
除
の
案
内
を

送
付
す
る
と
と
も
に
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
活
用
し
て
周
知
を
図
る
こ

と
。
ま
た
、申
請
方
法
等
に
関
す
る
問
い

合
わ
せ
対
応
の
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
。

❸
返
済
が
困
難
な
借
受
人
へ
の
支
援

　
返
済
が
困
難
と
の
相
談
が
あ
っ
た
借
受

人
に
対
し
て
は
、個
々
の
状
況
に
応
じ
て
返

済
の
猶
予
※
2
　
　 

を
適
切
か
つ
柔
軟
に

対
応
す
る
こ
と
。
訪
問
等
の
ア
ウ
ト
リ
ー

チ
※
3
に
よ
り
生
活
状
況
を
把
握
し
、必
要
な

支
援
の
実
施
や
、関
係
機
関
に
つ
な
ぐ
こ
と
。

　
上
記
の
支
援
方
針
に
基
づ
き
、市
町
村

社
協
及
び
県
社
協
で
は
、借
受
世
帯
の
情

報
を
共
有
し
な
が
ら
、フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
市
町
村
社
協
で
は
、借
受
し
た
ご
本
人

か
ら「
失
業
し
て
お
金
が
な
い
」、「
病
気
療

養
中
の
た
め
働
け
な
い
」な
ど
の
様
々
な

理
由
に
よ
り
返
済
が
難
し
い
と
の
相
談
を

受
け
て
、返
済
が
猶
予
と
な
っ
た
世
帯
を

中
心
に
、
電
話
や
手
紙
、
面
談
等
を
通
じ

て
生
活
状
況
の
把
握
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、世
帯
の
生
活
状
況
を
把
握
し
た

後
、市
町
村
社
協
に
よ
る
見
守
り
支
援
を

行
っ
た
り
、失
業
し
て
い
る
場
合
等
は
自

立
相
談
支
援
機
関
へ
つ
な
ぐ
な
ど
、そ
れ

ぞ
れ
の
世
帯
の
状
況
に
合
わ
せ
た
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
次
の
ペ
ー
ジ
で
は
、い
わ
き
市
社
協
と

天
栄
村
社
協
の
借
受
世
帯
に
対
す
る
具
体

的
な
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
支
援
の
取
組
に
つ

い
て
見
て
い
き
ま
す
。

図
１

図
２

図
３

コロナ特例貸付後の支援とこれから
～声にならない声を聴く～

　新型コロナウイルス感染症は人 の々生活に大きな影響を与えました。
国では、コロナ禍の影響で収入が減少した世帯の生活を支えることを目的に、

生活福祉資金貸付制度の特例貸付（以下「コロナ特例貸付」）を
2020年３月から2022年９月末まで実施しました。

今回は、特例貸付を利用した世帯（以下「借受世帯」）への支援の必要性と県内の取組を見ていきます。

県社協

借受人
（世帯）

市町村
社協

自立相談
支援機関

病気で働けない

仕事を
なくしてしまった

減収により
生活が苦しい

❶
情
報
の
共
有

❷アウトリーチ
　（状況確認）

❸状況回答

❻つなぎ

❹スクリーニング
　（支援対象の判断）

❾返済猶予期間の延長
　または払込票（口座振替）
　送付等

❼アセスメント
　（事前評価）
　プランニング
　　（就労支援、
　　　家計改善支援等）❺相談支援・

　見守り
　支援

❽意見書の提出 ❽意見書の提出

コ
ロ
ナ
特
例
貸
付
と
は
？

特 集

Z O O M  U P
特 集

Z O O M  U P

図1

借
受
世
帯
の
自
立
に
向
け
た
支
援
に
つ
い
て

〜
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
支
援
の
取
組
〜

返
済
が
困
難
な
借
受
世
帯
に
対
す
る

県
内
市
町
村
社
協
の
取
組

福島県内のコロナ特例貸付の状況

図2 返済の猶予となるケース（一例）

図3 返済猶予期間中の支援の流れ

※1 自立相談支援機関：就労や住まい、家
計等について困っている方の相談を受
け、地域社会の中でその人らしい自立
を支援する機関

※2 返済の猶予：返済の期日を延ばすこと

※3 アウトリーチ：支援が必要であるにもか
かわらず届いていない人に対し、積極的
に働きかけて情報や支援を届けること

緊急小口資金

総合支援資金

合　　　　計

16,589

18,356

34,945

10,046

12,853

22,899

貸付件数資金種類
返済中・今後

返済が始まる件数
（2024.3現在）

2はあとふる・ふくしま  2024. 63 はあとふる・ふくしま  2024. 6



　
い
わ
き
市
社
協
で
は
、コ
ロ
ナ
特
例
貸

付
終
了
後
、県
社
協
か
ら
返
済
の
猶
予
と

な
っ
て
い
る
借
受
世
帯
に
対
す
る
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
支
援
の
要
請
を
受
け
、貸
付

時
に
確
認
で
き
な
か
っ
た
借
受
世
帯
の
生

活
状
況
を
戸
別
訪
問
し
て
確
認
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。「
コ
ロ
ナ
特
例
貸
付
は
迅

速
に
対
応
し
た
た
め
、い
ち
早
く
生
活
の

一
助
に
な
っ
た
と
言
え
る
一
方
で
、返
済

が
難
し
く
な
る
世
帯
も
あ
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
し
た
」と
当
時
を
振
り
返
る
の
は
い

わ
き
市
社
協
生
活
支
援
課 

課
長
の
麻
原

さ
ん
。
生
活
支
援
課 

係
長
の
大
和
田
さ
ん

は
、
戸
別
訪
問
に
つ
い
て
「
借
受
人
の
主

訴
に
応
じ
た
相
談
対
応
は
も
ち
ろ
ん
大

切
で
す
が
、困
り
ご
と
を
抱
え
て
い
て
も

本
人
が
気
づ
い
て
い
な
い
、ま
た
は
課
題

を
自
ら
整
理
し
、適
切
な
機
関
へ
相
談
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
方
の
潜
在
化
し
た
福

祉
ニ
ー
ズ
を
拾
い
上
げ
、根
本
的
な
生
活

の
立
て
直
し
に
向
け
た
支
援
に
つ
な
げ
る

目
的
が
あ
り
ま
し
た
」と
話
し
ま
す
。
昨

年
7
月
に
行
っ
た
戸
別
訪
問
で
は
、市
社

協
本
部
と
市
内
に
13
あ
る
地
区
協
議
会
の

担
当
者
が
ペ
ア
に
な
り
借
受
人
宅
を
訪

ね
、
客
観
的
に
見
た
生
活
環
境
の
把
握
、

共
通
の
様
式
に
基
づ
い
た
聞
き
取
り
等
を

行
い
ま
し
た
。
訪
問
時
に
不
在
の
場
合

は
、電
話
や
郵
便
に
よ
る
状
況
確
認
や
再

訪
問
も
行
い
、対
象
と
な
る
す
べ
て
の
世

帯
の
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
対
象
世
帯
を
全
戸
確
認
し
た
後
、
市
社

協
本
部
、
地
区
協
議
会
、
就
労
支
援
セ
ン

タ
ー
※
の
各
担
当
者
が
参
加
し
、
世
帯
状

況
に
関
す
る
情
報
共
有
や
ど
ん
な
支
援

が
必
要
か
に
つ
い
て
検
討
す
る
会
議
を

行
い
ま
し
た
。「
戸
別
訪
問
を
通
し
て
本

人
が
自
覚
し
て
い
な
か
っ
た
困
り
ご
と

を
顕
在
化
で
き
、
得
ら
れ
た
気
付
き
を
市

社
協
全
体
で
共
有
し
た
こ
と
で
、
フ
ォ
ー

マ
ル
・
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
支
援
へ
つ

な
ぐ
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
」
と
生
活

支
援
課
主
事
の
渡
邉
さ
ん
。

　
支
援
を
つ
な
ぐ
だ
け
で
な
く
、
そ
の
世

帯
の
福
祉
ニ
ー
ズ
を
気
に
か
け
な
が
ら

日
ご
ろ
の
業
務
に
あ
た
る
よ
う
に
な
っ

生活支援課
課長

麻原 佳代さん

生活支援課
課長

麻原 佳代さん
あさはら　 か　よあさはら　 か　よ

生活支援課
係長

大和田 実利さん

生活支援課
係長

大和田 実利さん
おお  わ   だ 　  みのりおお  わ   だ 　  みのり

生活支援課
主事

渡邉 康弘さん

生活支援課
主事

渡邉 康弘さん
わたなべ  やすひろわたなべ  やすひろ

In
terviewIn
terview

た
こ
と
で
、
何
か
あ
れ
ば
す
ぐ
に
手
を
差

し
伸
べ
ら
れ
る
体
制
が
よ
り
強
化
さ
れ
ま

し
た
。

　
今
は
返
済
猶
予
と
な
っ
て
い
る
借
受

世
帯
へ
の
支
援
が
メ
イ
ン
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
貸
付
時
に
相
談
支
援
を
受
け
ら

れ
な
か
っ
た
他
の
世
帯
に
対
し
て
も
訪

問
な
ど
に
よ
る
き
め
細
か
な
情
報
提
供

が
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
は
、

さ
ら
に
幅
を
広
げ
て
支
援
を
展
開
し
て

い
き
ま
す
。

戸
別
訪
問
を
通
じ
て
借
受
世
帯
の

生
活
状
況
を
把
握
し
そ
の
後
の
支
援
へ

つ
な
げ
ま
し
た

　〜
い
わ
き
市
社
協
〜

In
terviewIn
terview

支
援
に
関
わ
る
す
べ
て
の
人
が
情
報
を

共
有
し
、
顔
の
見
え
る
関
係
を

つ
く
り
ま
し
た

　〜
天
栄
村
社
協
〜

■
借
受
世
帯
の
生
活
状
況
を

　把
握
す
る
た
め

　戸
別
訪
問
を
行
い
ま
し
た

地区協議会での見守り・他機関へつなぐ等

借受人（世帯）
情報共有・支援の検討

■
戸
別
訪
問
で
得
ら
れ
た
こ
と
と

　今
後
の
支
援
に
向
け
て

　
天
栄
村
社
協
で
は
、多
機
関
と
情
報
を

共
有
し
、そ
の
情
報
を
も
と
に
返
済
猶
予

中
の
借
受
世
帯
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
特
例
貸
付
の
窓
口
業
務
を
担
当

し
た
添
田
さ
ん
は「
業
務
に
追
わ
れ
、相
談

者
の
話
を
聞
き
、何
に
困
っ
て
い
る
か
、ど

う
し
て
い
け
ば
い
い
か
を
一
緒
に
考
え
た

く
て
も
十
分
に
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
」と
当
時
を
振
り
返
り
ま
す
。

　
一
方
で
、コ
ロ
ナ
特
例
貸
付
が
き
っ
か
け

で
見
え
て
き
た
も
の
も
あ
り
ま
し
た
。
そ

れ
は
、こ
れ
ま
で
つ
な
が
り
の
な
か
っ
た
地

域
の
人
た
ち
の
生
活
状
況
が
垣
間
見
え
た

こ
と
で
す
。「
今
回
の
貸
付
で
は
若
い
世
代

か
ら
の
申
請
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。
高
齢

者
や
障
が
い
者
と
い
う
福
祉
の
視
点
か
ら

だ
け
で
は
な
く
、地
域
の
実
情
や
本
質
的

な
課
題
も
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
」と
事
務
局
長
の
内
山
さ
ん
。
生
活
に

困
っ
て
い
る
人
は
金
銭
面
の
問
題
だ
け
で

は
な
く
、
家
族
や
親
戚
と
の
関
わ
り
、
健

康
の
こ
と
、子
ど
も
の
学
校
の
こ
と
な
ど

複
数
の
課
題
を
抱
え
て
い
る
こ
と
も
多
い

と
話
し
ま
す
。
こ
う
し
た
困
り
ご
と
に
対

し
て
天
栄
村
社
協
で
は
、
必
要
に
応
じ
、

借
受
人
の
同
意
を
得
た
上
で
、自
立
相
談

支
援
機
関
（
生
活
自
立
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
県
中
事
務
所
）、
行
政
、
医
療
機
関
、

学
校
な
ど
と
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
で
、

包
括
的
な
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　「
借
受
人
に
対
す
る
支
援
は
村
社
協
単

独
で
は
で
き
ま
せ
ん
。
村
社
協
が
他
の

機
関
と
連
携
し
て
い
く
中
で
最
も
大
切

な
こ
と
は
、支
援
に
関
わ
る
す
べ
て
の
関

係
者
が
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
で
す
」と

添
田
さ
ん
。
ご
本
人
や
家
族
が
抱
え
る
問

題
は
日
々
変
化
し
て
い
る
た
め
、関
係
者

が
定
期
的
に
集
ま
っ
て
状
況
を
確
認
し
、

〝
適
し
た
支
援
は
何
か
？
〞〝
活
用
で
き
る

社
会
資
源
は
他
に
な
い
の
か
？
〞な
ど
を

協
議
し
て
い
ま
す
。
多
機
関
が
連
携
す
る

こ
と
の
良
さ
は
、い
ろ
い
ろ
な
視
点
を
持

ち
、多
種
多
様
な
支
援
が
展
開
で
き
る
こ

と
、支
援
者
が
一
人
で
抱
え
込
ま
な
く
て

よ
い
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

　
添
田
さ
ん
に
よ
る
と
、「
支
援
で
は
ス

ピ
ー
ド
感
も
大
事
。
た
と
え
ば
、フ
ー
ド

バ
ン
ク
を
利
用
し
た
い
人
に
対
し
て
、村
社

協
で
は
食
品
や
日
用
品
等
を
準
備
し
ま
す

が
、そ
れ
を
届
け
る
の
は
民
生
委
員
や
保

健
師
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
皆
さ
ん

で
も
い
い
ん
で
す
。
相
手
の
状
況
に
合
わ

せ
て
寄
り
添
い
方
も
そ
の
都
度
変
え
て
い

ま
す
。
天
栄
村
は
人
口
も
少
な
い
の
で
、お

互
い
の
顔
が
見
え
る
包
括
的
な
支
援
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
作
り
や
す
い
の
が
メ
リ
ッ
ト
」

と
話
し
ま
す
。

　
天
栄
村
社
協
で
は
、今
回
の
コ
ロ
ナ
特

事務局長 

内山 晴路さん

事務局長 

内山 晴路さん
うちやま  はるみちうちやま  はるみち

主査

添田 明美さん

主査

添田 明美さん
そえ  た   あけ  みそえ  た   あけ  み

例
貸
付
を
機
に
、関
係
機
関
と
の
つ
な
が
り

が
以
前
に
も
増
し
て
密
に
な
り
ま
し
た
。

「
今
ま
で
村
社
協
が
関
わ
る
こ
と
が
で
き
て

い
る
の
は
自
ら
声
を
あ
げ
た
人
に
対
し
て

で
あ
り
、困
っ
て
い
る
け
れ
ど
声
を
あ
げ

ら
れ
な
い
人
へ
の
支
援
を
ど
う
し
て
い
く

か
が
課
題
で
す
。
こ
れ
か
ら
は
民
生
委
員

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
、地
域
の
こ
と
を

よ
く
知
っ
て
い
る
方
と
も
っ
と
つ
な
が
り

な
が
ら
、状
況
に
応
じ
て
柔
軟
に
対
応
で

き
る
仕
組
み
づ
く
り
が
必
要
に
な
り
ま

す
」と
事
務
局
長
の
内
山
さ
ん
は
支
援
の

こ
れ
か
ら
を
見
据
え
て
い
ま
す
。

■
多
機
関
と
情
報
を
共
有

■
今
と
こ
れ
か
ら
。

　柔
軟
な
支
援
を

　展
開
し
て
い
く
た
め
に

訪問による
状況確認

電話による
状況確認

郵送による
状況確認

再訪問

ソーシャル
ワーカー

天栄村
社協

保健師
看護師

教師

民生委員

…etc

行政 ボラン
ティア
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い
わ
き
市
社
協
で
は
、コ
ロ
ナ
特
例
貸

付
終
了
後
、県
社
協
か
ら
返
済
の
猶
予
と

な
っ
て
い
る
借
受
世
帯
に
対
す
る
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
支
援
の
要
請
を
受
け
、貸
付

時
に
確
認
で
き
な
か
っ
た
借
受
世
帯
の
生

活
状
況
を
戸
別
訪
問
し
て
確
認
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。「
コ
ロ
ナ
特
例
貸
付
は
迅

速
に
対
応
し
た
た
め
、い
ち
早
く
生
活
の

一
助
に
な
っ
た
と
言
え
る
一
方
で
、返
済

が
難
し
く
な
る
世
帯
も
あ
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
し
た
」と
当
時
を
振
り
返
る
の
は
い

わ
き
市
社
協
生
活
支
援
課 

課
長
の
麻
原

さ
ん
。
生
活
支
援
課 

係
長
の
大
和
田
さ
ん

は
、
戸
別
訪
問
に
つ
い
て
「
借
受
人
の
主

訴
に
応
じ
た
相
談
対
応
は
も
ち
ろ
ん
大

切
で
す
が
、困
り
ご
と
を
抱
え
て
い
て
も

本
人
が
気
づ
い
て
い
な
い
、ま
た
は
課
題

を
自
ら
整
理
し
、適
切
な
機
関
へ
相
談
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
方
の
潜
在
化
し
た
福

祉
ニ
ー
ズ
を
拾
い
上
げ
、根
本
的
な
生
活

の
立
て
直
し
に
向
け
た
支
援
に
つ
な
げ
る

目
的
が
あ
り
ま
し
た
」と
話
し
ま
す
。
昨

年
7
月
に
行
っ
た
戸
別
訪
問
で
は
、市
社

協
本
部
と
市
内
に
13
あ
る
地
区
協
議
会
の

担
当
者
が
ペ
ア
に
な
り
借
受
人
宅
を
訪

ね
、
客
観
的
に
見
た
生
活
環
境
の
把
握
、

共
通
の
様
式
に
基
づ
い
た
聞
き
取
り
等
を

行
い
ま
し
た
。
訪
問
時
に
不
在
の
場
合

は
、電
話
や
郵
便
に
よ
る
状
況
確
認
や
再

訪
問
も
行
い
、対
象
と
な
る
す
べ
て
の
世

帯
の
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
対
象
世
帯
を
全
戸
確
認
し
た
後
、
市
社

協
本
部
、
地
区
協
議
会
、
就
労
支
援
セ
ン

タ
ー
※
の
各
担
当
者
が
参
加
し
、
世
帯
状

況
に
関
す
る
情
報
共
有
や
ど
ん
な
支
援

が
必
要
か
に
つ
い
て
検
討
す
る
会
議
を

行
い
ま
し
た
。「
戸
別
訪
問
を
通
し
て
本

人
が
自
覚
し
て
い
な
か
っ
た
困
り
ご
と

を
顕
在
化
で
き
、
得
ら
れ
た
気
付
き
を
市

社
協
全
体
で
共
有
し
た
こ
と
で
、
フ
ォ
ー

マ
ル
・
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
支
援
へ
つ

な
ぐ
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
」
と
生
活

支
援
課
主
事
の
渡
邉
さ
ん
。

　
支
援
を
つ
な
ぐ
だ
け
で
な
く
、
そ
の
世

帯
の
福
祉
ニ
ー
ズ
を
気
に
か
け
な
が
ら

日
ご
ろ
の
業
務
に
あ
た
る
よ
う
に
な
っ

生活支援課
課長

麻原 佳代さん

生活支援課
課長

麻原 佳代さん
あさはら　 か　よあさはら　 か　よ

生活支援課
係長

大和田 実利さん

生活支援課
係長

大和田 実利さん
おお  わ   だ 　  みのりおお  わ   だ 　  みのり

生活支援課
主事

渡邉 康弘さん

生活支援課
主事

渡邉 康弘さん
わたなべ  やすひろわたなべ  やすひろ

In
terviewIn
terview

た
こ
と
で
、
何
か
あ
れ
ば
す
ぐ
に
手
を
差

し
伸
べ
ら
れ
る
体
制
が
よ
り
強
化
さ
れ
ま

し
た
。

　
今
は
返
済
猶
予
と
な
っ
て
い
る
借
受

世
帯
へ
の
支
援
が
メ
イ
ン
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
貸
付
時
に
相
談
支
援
を
受
け
ら

れ
な
か
っ
た
他
の
世
帯
に
対
し
て
も
訪

問
な
ど
に
よ
る
き
め
細
か
な
情
報
提
供

が
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
は
、

さ
ら
に
幅
を
広
げ
て
支
援
を
展
開
し
て

い
き
ま
す
。

戸
別
訪
問
を
通
じ
て
借
受
世
帯
の

生
活
状
況
を
把
握
し
そ
の
後
の
支
援
へ

つ
な
げ
ま
し
た

　〜
い
わ
き
市
社
協
〜

In
terviewIn
terview

支
援
に
関
わ
る
す
べ
て
の
人
が
情
報
を

共
有
し
、
顔
の
見
え
る
関
係
を

つ
く
り
ま
し
た

　〜
天
栄
村
社
協
〜

■
借
受
世
帯
の
生
活
状
況
を

　把
握
す
る
た
め

　戸
別
訪
問
を
行
い
ま
し
た

地区協議会での見守り・他機関へつなぐ等

借受人（世帯）
情報共有・支援の検討

■
戸
別
訪
問
で
得
ら
れ
た
こ
と
と

　今
後
の
支
援
に
向
け
て

　
天
栄
村
社
協
で
は
、多
機
関
と
情
報
を

共
有
し
、そ
の
情
報
を
も
と
に
返
済
猶
予

中
の
借
受
世
帯
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
特
例
貸
付
の
窓
口
業
務
を
担
当

し
た
添
田
さ
ん
は「
業
務
に
追
わ
れ
、相
談

者
の
話
を
聞
き
、何
に
困
っ
て
い
る
か
、ど

う
し
て
い
け
ば
い
い
か
を
一
緒
に
考
え
た

く
て
も
十
分
に
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
」と
当
時
を
振
り
返
り
ま
す
。

　
一
方
で
、コ
ロ
ナ
特
例
貸
付
が
き
っ
か
け

で
見
え
て
き
た
も
の
も
あ
り
ま
し
た
。
そ

れ
は
、こ
れ
ま
で
つ
な
が
り
の
な
か
っ
た
地

域
の
人
た
ち
の
生
活
状
況
が
垣
間
見
え
た

こ
と
で
す
。「
今
回
の
貸
付
で
は
若
い
世
代

か
ら
の
申
請
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。
高
齢

者
や
障
が
い
者
と
い
う
福
祉
の
視
点
か
ら

だ
け
で
は
な
く
、地
域
の
実
情
や
本
質
的

な
課
題
も
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
」と
事
務
局
長
の
内
山
さ
ん
。
生
活
に

困
っ
て
い
る
人
は
金
銭
面
の
問
題
だ
け
で

は
な
く
、
家
族
や
親
戚
と
の
関
わ
り
、
健

康
の
こ
と
、子
ど
も
の
学
校
の
こ
と
な
ど

複
数
の
課
題
を
抱
え
て
い
る
こ
と
も
多
い

と
話
し
ま
す
。
こ
う
し
た
困
り
ご
と
に
対

し
て
天
栄
村
社
協
で
は
、
必
要
に
応
じ
、

借
受
人
の
同
意
を
得
た
上
で
、自
立
相
談

支
援
機
関
（
生
活
自
立
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
県
中
事
務
所
）、
行
政
、
医
療
機
関
、

学
校
な
ど
と
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
で
、

包
括
的
な
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　「
借
受
人
に
対
す
る
支
援
は
村
社
協
単

独
で
は
で
き
ま
せ
ん
。
村
社
協
が
他
の

機
関
と
連
携
し
て
い
く
中
で
最
も
大
切

な
こ
と
は
、支
援
に
関
わ
る
す
べ
て
の
関

係
者
が
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
で
す
」と

添
田
さ
ん
。
ご
本
人
や
家
族
が
抱
え
る
問

題
は
日
々
変
化
し
て
い
る
た
め
、関
係
者

が
定
期
的
に
集
ま
っ
て
状
況
を
確
認
し
、

〝
適
し
た
支
援
は
何
か
？
〞〝
活
用
で
き
る

社
会
資
源
は
他
に
な
い
の
か
？
〞な
ど
を

協
議
し
て
い
ま
す
。
多
機
関
が
連
携
す
る

こ
と
の
良
さ
は
、い
ろ
い
ろ
な
視
点
を
持

ち
、多
種
多
様
な
支
援
が
展
開
で
き
る
こ

と
、支
援
者
が
一
人
で
抱
え
込
ま
な
く
て

よ
い
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

　
添
田
さ
ん
に
よ
る
と
、「
支
援
で
は
ス

ピ
ー
ド
感
も
大
事
。
た
と
え
ば
、フ
ー
ド

バ
ン
ク
を
利
用
し
た
い
人
に
対
し
て
、村
社

協
で
は
食
品
や
日
用
品
等
を
準
備
し
ま
す

が
、そ
れ
を
届
け
る
の
は
民
生
委
員
や
保

健
師
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
皆
さ
ん

で
も
い
い
ん
で
す
。
相
手
の
状
況
に
合
わ

せ
て
寄
り
添
い
方
も
そ
の
都
度
変
え
て
い

ま
す
。
天
栄
村
は
人
口
も
少
な
い
の
で
、お

互
い
の
顔
が
見
え
る
包
括
的
な
支
援
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
作
り
や
す
い
の
が
メ
リ
ッ
ト
」

と
話
し
ま
す
。

　
天
栄
村
社
協
で
は
、今
回
の
コ
ロ
ナ
特

事務局長 

内山 晴路さん

事務局長 

内山 晴路さん
うちやま  はるみちうちやま  はるみち

主査

添田 明美さん

主査

添田 明美さん
そえ  た   あけ  みそえ  た   あけ  み

例
貸
付
を
機
に
、関
係
機
関
と
の
つ
な
が
り

が
以
前
に
も
増
し
て
密
に
な
り
ま
し
た
。
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今
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が
で
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は
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あ
げ
た
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に
対
し
て

で
あ
り
、困
っ
て
い
る
け
れ
ど
声
を
あ
げ

ら
れ
な
い
人
へ
の
支
援
を
ど
う
し
て
い
く

か
が
課
題
で
す
。
こ
れ
か
ら
は
民
生
委
員

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
、地
域
の
こ
と
を

よ
く
知
っ
て
い
る
方
と
も
っ
と
つ
な
が
り

な
が
ら
、状
況
に
応
じ
て
柔
軟
に
対
応
で

き
る
仕
組
み
づ
く
り
が
必
要
に
な
り
ま

す
」と
事
務
局
長
の
内
山
さ
ん
は
支
援
の

こ
れ
か
ら
を
見
据
え
て
い
ま
す
。

■
多
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と
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を
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有

■
今
と
こ
れ
か
ら
。
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　皆
さ
ん
は
「
や
さ
し
い
日
本
語
」を

知
っ
て
い
ま
す
か
。「
や
さ
し
い
日
本
語
」

と
は
、
外
国
人
等
に
も
理
解
し
や
す
い

よ
う
配
慮
し
た
簡
単
な
日
本
語
の
こ
と

で
す
。
例
え
ば「
朝
食
」は「
朝
ご
は
ん
」、

「
避
難
」を「
逃
げ
る
」な
ど
と
言
い
換
え

る
こ
と
で
伝
わ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
理

解
し
や
す
い
と
い
う
こ
と
で「
易
し
い
」

と
い
う
意
味
と
外
国
人
に「
優
し
い
」と

い
う
意
味
を
持
ち
ま
す
。

　「や
さ
し
い
日
本
語
が
生
ま
れ
た
き
っ

か
け
は
、
1
9
9
5
年
に
起
き
た
阪
神
・

淡
路
大
震
災
で
す
。
当
時
は「
避
難
」と

い
う
言
葉
の
意
味
が
分
か
ら
ず
、
逃
げ

遅
れ
て
し
ま
っ
た
外
国
人
の
方
が
た
く
さ

ん
い
ま
し
た
。
そ
の
教
訓
か
ら
、
緊
急
時

に
素
早
く
的
確
に
情
報
を
伝
え
る
手
段
と

し
て
、
や
さ
し
い
日
本
語
が
考
え
出
さ
れ

た
の
で
す
」と
福
島
さ
ん
。
福
島
県
に
住

む
外
国
人
は
毎
年
増
加
傾
向
。
外
国
人

が
日
本
で
暮
ら
す
中
で
は
日
本
語
で
や

り
取
り
す
る
場
面
が
生
じ
ま
す
。
県
内

に
住
む
外
国
人
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る

と
、
理
解
で
き
る
言
語
と
し
て
最
も
多

い
の
が「
日
本
語
」と
い
う
結
果
が
出
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
福
島
県
国
際
交
流

協
会
で
は
県
内
外
で
企
業
や
福
祉
施
設
、

役
場
や
学
校
な
ど
で
セ
ミ
ナ
ー
や
講
座

を
開
催
し
、
や
さ
し
い
日
本
語
の
普
及
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　「や
さ
し
い
日
本
語
は
、
子
ど
も
や
障

が
い
の
あ
る
人
な
ど
に
伝
え
る
際
に
も
役

立
ち
ま
す
。
子
ど
も
に
〝
貴
重
品
〞
で

は
な
く
〝
大
事
な
も
の
〞
と
説
明
し
た

り
、
手
話
通
訳
す
る
と
き
に
一
度
、
や
さ

し
い
日
本
語
に
変
換
し
た
り
す
る
こ
と

で
よ
り
伝
わ
り
や
す
く
な
り
ま
す
」と
福

島
さ
ん
。
や
さ
し
い
日
本
語
を
知
る
こ

と
で
外
国
人
だ
け
で
は
な
く
地
域
に
暮

ら
す
全
て
の
人
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
取
り
や
す
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と

い
い
ま
す
。

　言
語
の
違
い
が
あ
る
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
不
安
を
感
じ
が
ち
で
す
が
、
地

域
住
民
が
そ
の
人
の
母
語
を
話
せ
な
い

か
ら
と
交
流
を
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め
ら
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る
と
、
同
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地
域
に
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む
外
国
人
が
よ
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立
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し
ま
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す
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思
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。
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け
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会
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の
ヒ
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ト
と
言
え
そ
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で
す
。
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誰もが暮らしやすい社会を

公益財団法人福島県国際交流協会

「やさしい日本語」セミナー開催の様子。
企業向け（写真上）と高齢者向け（写真下）。

やさしい日本語コーディネー
ターの福島哲也さん。以前日
本語教師をしていたこともあり、
多くの外国人と接してきた経験
が現在の仕事に活きています。

令和5年に開催した「やさしい日本語」で学ぶ防災講座参加者。福島県に住む外国
人数は、令和4年に約15,586人でしたが、令和5年には17,783人と約2,000人も
増加。セミナー参加者の国籍はアジアやヨーロッパなど様々。
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「
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さ
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日
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ポイント

●はっきり、短く、最後まで、話す
●余分なことをできるだけカット
●熟語を使わない

リーフレット
などを活用して

「やさしい日本語」を
教えています。
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社会福祉法人 福島県共同募金会

　4月30日、福島県総合社会福祉センターにお
いて、赤い羽根共同募金の配分交付式が行われ、
福祉施設や団体、社会福祉協議会などの皆様に
ご参加いただきました。配分金の原資には令和
５年度共同募金運動の募金が役立てられていま
す。今回は、交付式で述べられた寄付者の皆様
への感謝のメッセージをご紹介します。

　この度は採択いただき誠にありがとうございます。
　当作業所は、自宅にこもりがちになってしまう障がい者の
自立と居場所作りを目的として2000年に障がい者が自ら立
ち上げました。印刷事業を主としてパソコンを活用して仕事
を得ておりました。時代と共にパソコンの利便性が上がり、
新規受注が難しくなってきたものの、作業所のご近所さんや
昔からのお客様から名刺やハガキ、年賀状の受注は変わら
ずに継続しておりました。
　昨年パソコンが寿命を迎え、一時期受注をお断りしてい
た時期があり、撤退も考えていたのですが、お客様から「い
つ頃から出来る？」と継続希望の声をたくさん頂き、思い
切って今回「NHK歳末たすけあい募金」に応募いたしました。
　採択のご連絡を頂いた時は、所員・職員一同大変感激い
たしました。同時に共同募金の実績を見せて頂き、皆様の
善意を数字で見ることで身が引き締まる思いと共に感謝の
気持ちで一杯になりました。障がいを持つ私たちが、社会
貢献活動ですぐに目に見えるモノにしていくことは、現実的
にはなかなか難しいことですが、寄付して頂いた多くの皆様
の想いに応えるべく、障がいの重さにかかわらず、人として、
誰もが社会に参加できるということを活動を通して伝えてい
きたいと思います。
　今回のパソコン整備事業で私たちの活動を発信したり、ＩＴ
を大いに活用した事業展開ができるよう職員としてサポート
していきたいと思います。人々が互いを尊重し合い、共に支
え合うインクルーシブな社会を目指し、障がい者が安心でき
る居場所を確保していき
たいです。結びに、いつ
もご尽力くださる関係者
様、ご寄付をくださった
皆様に所員・職員一同を
代表して改めて心より感
謝申し上げます。

赤い羽根共同募金配分交付式が
行われました

当事者自らが立ち上げた共同作業所
障がいの重さにかかわらず、誰もが社会参加を

NPO法人えいど福島
共同作業所クリエイティブファクトリー （福島市）
事業名：作業用パソコン等整備事業【NHK歳末たすけあい募金配分】
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し
い
日
本
語
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て
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す
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や
さ
し
い
日
本
語
」

と
は
、
外
国
人
等
に
も
理
解
し
や
す
い

よ
う
配
慮
し
た
簡
単
な
日
本
語
の
こ
と

で
す
。
例
え
ば「
朝
食
」は「
朝
ご
は
ん
」、

「
避
難
」を「
逃
げ
る
」な
ど
と
言
い
換
え

る
こ
と
で
伝
わ
り
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す
く
な
り
ま
す
。
理

解
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す
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い
う
こ
と
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易
し
い
」
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い
う
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味
と
外
国
人
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し
い
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い
う
意
味
を
持
ち
ま
す
。
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語
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き
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1
9
9
5
年
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阪
神
・

淡
路
大
震
災
で
す
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避
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国
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情
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て
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。
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交
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催
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。
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で
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ハガキまたはEメールにパズルの答えと ①住所、氏名（ふりがな）、年齢、電話番号、
業種 ②本誌に対するご意見、ご感想、ご要望を全てご記入の上、ご応募ください。 

令和6年7月12日（金） 

〒960-8141 福島市渡利字七社宮111
社会福祉法人 福島県社会福祉協議会 「はあとふる・ふくしまパズル係」

応募方法

締　　切

宛　　先

※ご記入の個人情報は適切に管理し、目的以外に
使用しません。
※本誌に対するご意見、ご感想、ご要望の一部
は、「読者のおたより」に掲載させていただく
場合もございます。

多数のご応募ありがとう
ございました

「ヨミキカセ」
（読み聞かせ）

4・5月号の
正解

今月のプレゼント
ワークコスモス
（郡山市）

当選者の発表は商品の発送を
もって代えさせていただきます。

４種のどうぶつクッキーと
ラスクの詰め合わせセット

AA BB CC DD EE

全部できたら二重ワクの文字をABC順に読んでいくと、それが答えです。

AA BB CC DD EE EEFF

❷
❸
❹
❻
❽
10

○○関白。○○元気で留守が良い
ひとりで抱え込まず誰かに相談しましょう
クローバの別名。クッション材にしたことから
後から生まれた。昭和歌謡「○○の男の子」
➡
トイレの場合、座らずにしゃがむタイプ

❶
❸
❺
❻
❼
❾
11
12
13
14

▼ タテのカギ

▶ ヨコのカギ

⇔ 横
木の実
紺屋の白袴 ＝ ○○の不養生
1年に１つ取るものってなぁんだ?
心臓が血液を送り出すリズム
聴覚障がい者との意思疎通に使われる言語
日本とパリの場合８時間あります
ペタペタ貼ります
「肩たたき」が「柿」になる動物ってなぁんだ?
⇔上

クロスワード にチャレンジ！

メールでのご応募はこちら！

正解者の中から
抽選で3名に
プレゼントが当たる!

AA

FF

EE

CC

DD

BB

11

22

33

55

66 99

77

1010 1212

88 1111

1313

44

1414

編 集 後 記

明るい誌面で読みやすかったです。スマホ
タブレット等の利用活用には、まだまだそ
の能力と活用法の周知が必要なのだと感
じました。まだニーズが表面化していない
ように感じました。
(42歳 児童指導員)

興味深い特集が多く毎回楽しみに拝読
しています。今回の老人ホームについ
ても福島県初となるのが飯坂ホームだ
と初めて知りました。これからも楽し
みにしています。
(49歳 建設業)

　新型コロナウイルス感染症が５類に
移行して１年が経ちました。みなさんの
生活にも変化はありますか？ コロナ禍
では、マスク必須や行動制限の記憶も
あれば、“Zoom飲み会”という新しい
楽しみ方もありましたよね。日々の気温
差も大きい時期ですが、みなさん体調
にお気をつけてお過ごしください。

3月号に寄せられた 読者のおたよりから

自立支援課  遠藤 千咲
えんどう   ち さき

お問い合わせ先 福島県福祉人材センター
電話 024-521-5662　URL https://f-fjc.com/

　福祉施設の見学をオンラインで『体験』することができるイベントです。
参加ご希望の方は、下記申込フォームまたは電話（024-521-5662）で
お申込みください！

県社協からのお知らせ県社協からのお知らせ 令和6年度 第1回福祉の職場合同就職説明会～福祉のおしごとマルシェ～のご案内
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郡山
福島
会津
いわき

令和６年６月22日（土）
令和６年６月30日（日）
令和６年７月13日（土）
令和６年７月18日（木）
令和６年８月 ４日（日）

時　間

13:30 ～ 16：00

会　場
南相馬ジャスモール
ビッグパレットふくしま
ホテル福島グリーンパレス
会津アピオスペース

いわき産業創造館LATOV

　県内５カ所（相双・郡山・福島・会津・いわき）にて福祉の職場合同就職説明会を実施いたします。
高齢・障がい・保育分野の約110法人が参加予定です。
　多くの法人とお話しして、自分に合う職場を探すチャンス！ 参加無料・服装自由・予約不要です！

合同就職
説明会

福祉施設オンライン施設見学会

　福島県内の福祉施設の情報を「まるっと」
ご紹介しています。分野・エリア・施設の魅
力などから検索して、県内にどのような施
設があるのかじっくりご覧ください。

こちらも
チェック

郡山会場　令和６年６月30日（日）
福島会場　令和６年７月13日（土）

両会場とも 13:00～13:30（受付開始 12:50）

会場

時間
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